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　実車両の性能確認のため，走行状態を模擬する車両試験台を
用いたベンチ試験が各所で実施されているが，複数車両により
構成される編成状態でのベンチ試験環境の構築については実現
できていない。

図　3両編成HILSシステム構成
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　そこでベンチ上の実車両に対し
て，前後車両の妻面の挙動を再現
する車体間運動模擬装置，分散型
リアルタイムシミュレータ，リア
ルタイムネットワークにより構成
されるHILS（Hardware-in-the-loop 
Simulation）システムを開発した。
HILS内で使用される車両運動モデ
ルはリアルタイムでシミュレーショ
ンを実行できることが必須であるた
め，車両モデルを3つに分割し，シ
ミュレータ内で複数のCPUコアに
分散することでこれを可能にした。
また，HILSによる3両編成車両に

対して，実軌道データによる加振試験を実施した結果，編成化
に伴う実車両の車両挙動への影響を，車体ピッチ角，車体ロー
ル角，車体ヨー角の変化として確認することができた。
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